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　当日は好天でしたが、大寒前の厳しい寒さと強い
北風で、さいたま新都心の駅では「寒い寒い」の声があ
ちこちで聞かれる中、新春賀詞交歓会は講演会、トー
クショー、懇親会と印刷業界の発展に思いを寄せる方々
の情熱でホットな時間となりました。

平成26年度　通常総会開催

　櫻井副理事長の司会により、惠
めぐみ

理事の開会のことば、
新

あたらし
青年部会長の印刷産業人綱領唱和に続き、新井理事

長よりあいさつがありました。
　出席者28名、委任状提出者31名、合計59名で総
会成立となり、開催地である熊谷・鴻巣支部の大川正
行支部長が議長に選出され、議事に進みました。第１
号議案 平成25年度事業報告承認の件、第２号議案 平
成25年度収支決算承認の件について大谷専務理事か
ら説明があり、椎橋・今津監事による監査報告ののち
一括で審議され、承認されました。続く第３号議案 役
員改選承認の件において、新井理事長をはじめ新役員
が満場一致で承認されました。以降、第４号議案 協力
会員承認の件、第５号議案 平成26年度事業計画（案）
承認の件、第６号議案 平成26年度収支予算（案）承認
の件、第７号議案 借入金の最高限度額決定の件と、全
ての議案が原案通り承認されました。最後に城戸新副
理事長が閉会のことばを述べて、総会は終了となりま
した。

平成26年５月21日（水）、マロウドイン熊谷において埼玉県印刷工業組合の平成26年度通常
総会が開催されました。

開会挨拶　惠理事 新青年部会長綱領唱和

挨拶　新井正敏理事長 中央会渡邉専務理事

司会　櫻井副理事長 富岡熊谷市長

議長　大川理事 来賓紹介　渋木副理事長 関連企業代表挨拶　設楽社長 監査報告　今津・椎橋監事 閉会挨拶　城戸新副理事長

締めは熊谷・鴻巣支部

懇親会司会　大谷専務理事協議会日暮会長の乾杯

新井理事長が新執行部を紹介
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理事長 新 井  正 敏 （熊谷・鴻巣支部/㈱アサヒコミュニケーションズ）
副理事長・組織・共済委員長 佐 藤  伍 郎 （川越支部/六三四堂印刷㈱）
副理事長・官公需対策委員長 岩 渕 　  均 （浦和支部/関東図書(株)）
副理事長・経営革新・マーケティング委員長 渋 木  理 俊 （大宮支部/(株)秀飯舎）
副理事長・環境・労務委員長 市 川  博 也 （熊谷・鴻巣支部/(株)太洋社印刷所）
副理事長・教育・研修委員長 城 戸  紀 夫 （川口支部/五光印刷㈱）
専務理事・広報委員長 大 谷  純 一 （行田支部/三共印刷㈱）
常務理事・CSR推進専門委員長 惠  　 勇 人 （川口支部/埼京印刷㈱）

常 務 理 事
新 保  信 義 （浦和支部/(株)シンポ） 望 月 　  諭 （大宮支部/望月印刷㈱）
高 橋 　  徹 （大宮支部/高橋印刷製本㈲） 大 川  正 行 (熊谷・鴻巣支部/(株)三興社印刷所)
新 　  道 行 (深谷・本庄・秩父支部/たつみ印刷㈱)

理 事

金 森  正 臣 (浦和支部/ときわ印刷㈱) 井 坂  　 功 (大宮支部/㈲井坂印刷)
須 賀  一 夫 (川越支部/㈲須賀印刷) 吉 田  正 人 （狭山・所沢・飯能支部/(株)文化新聞社）
今津利之助 （行田支部/㈲今津印刷所） 飯 田  一 義 (熊谷・鴻巣支部/大同印刷㈱)
古 戸  賀 春 （深谷・本庄・秩父支部/誠和印刷㈱） 野 坂  弘 幸 (深谷・本庄・秩父支部/(株)文林堂印刷所)
石 川  　 治 （深谷・本庄・秩父支部/石川印刷㈱） 海 野  了 一 （青年部会長/海野印刷㈲）

監 事 椎 橋  俊 夫 （熊谷・鴻巣支部/(株)博文社） 櫻 井  豊 喜 （川越支部/㈱櫻井印刷所）

新役員決まる
　埼玉県印刷工業組合は、５月21日、平成26年度通常総会を開催し、任期満了による役員改選を行い、新しく
理事23名と監事２名を選任しました。
　新井理事長、佐藤副理事長、岩渕副理事長、渋木副理事長、大谷専務理事、椎橋監事は留任、市川副理事長、
城戸副理事長が新たに副理事長に選任され、櫻井監事を選任しました。

    

 委員会名簿

経営革新・マーケティング委員会 ◎ 渋 木  理 俊 (大宮) 金 森  正 臣 (浦和) 新 　  道 行 (深谷)
○ 椎 橋  俊 夫 (熊谷) 高 橋 　  徹 (大宮)

環境・労務委員会 ◎ 市 川  博 也 (熊谷) 荒 井  孝 明 (川越) 伊 古 田  俊 (秩父)
○ 野 坂  弘 幸 (本庄) 櫻 井  豊 喜 (川越)

組織・共済委員会 ◎ 佐 藤  伍 郎 (川越) 須 賀  一 夫 (川越) 古 戸  賀 春 (深谷)
○ 井 坂 　  功 (大宮) 今津  利之助 (行田)

教育･研修委員会 ◎ 城 戸  紀 夫 (川口) 吉 田  正 人 (飯能) 石 川  　 治 (秩父)
○ 新 保  信 義 (浦和) 海 野  了 一 (行田)

官公需対策委員会 ◎ 岩 渕  　 均 (浦和) 佐 藤  伍 郎 (川越) 渋 木  理 俊 (大宮)
○ 望 月  　 諭 (大宮) 大 谷  純 一 (行田)

CSR推進専門委員会 ◎ 惠 　  勇 人 (川口) 吉 田  正 人 (飯能) 望 月  　 諭 (大宮)
○ 新 　  道 行 (深谷) 城 戸  紀 夫 (川口)

広報委員会 ◎ 大 谷  純 一 (行田) 飯 田  一 義 (熊谷) 大 川  正 行 (熊谷)
○ 高 橋  徹 (大宮) 井 坂  　 功 (大宮) 惠 　  勇 人 (川口)

青年部会 海 野  了 一 (行田)
◎ 委 員 長 　 ○ 副 委 員 長 　（ 　 ） 支 部 名

大谷専務理事新井理事長 佐藤副理事長 岩渕副理事長 渋木副理事長 市川副理事長 城戸副理事長　
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　通常総会に引き続き、
野々上総合研究所の野々
上 寛所長を講師に迎え、
「印刷業界のこれからの
戦略」～新しい可能性へ
のチャレンジ～と題して
講演会を開催しました。
　現在、多くの印刷会社
がおかれている状況とし
て、技術の差別化が難し
いうえ機械の稼働率も上
がらず、激しい価格競争

に巻き込まれている。さらに他業界からオンデマンド
印刷機を使った新しいビジネスモデルによる参入をう
け、大変厳しい状況にあるとの説明がありました。設
備を持たないことで固定費が小さくなり、粗利を生み
出しやすいため、自分たちの核となる部分を明確化し、
外部の経営資源を有効に活用し、そこに新しい価値を
加えていく手法＝「ビジネスコラボレーション」が有
効である、とのことでした。
　印刷業界の将来性としては、従来の印刷に関する技
術力を高めること、そしてその他の提供サービスを拡
大していくため、コンテンツの幅を広くすることで成
長が可能になるということです。「BOP戦略」「クロス
メディア戦略」「AIDMAモデル」「オムニチャネル化」

等々、色々なキーワードのもと、私たちは変化をして
いかなければなりません。
　最後に、経営者に必要な能力や資質に関してもアド
バイスがありました。
　厳しい状況のなか、閉塞感ばかりが蔓延している印
刷業界ですが、今回の講演会からアイデア、人脈、勉
強など、アクションを起こすことで大きな可能性があ
るということを感じることができ、大変有意義な時間
とすることができました。

講演会開催　　「印刷業界のこれからの戦略」～新しい可能性へのチャレンジ～

講師：野々上総合研究所
所長　野

の の が み
々上　寛

ひろし

氏

■副理事長退任挨拶　　　　　　　　
　この度、一身上の都合で副理事長を退任いたしました。長い間、新井理事長をはじめ役員の
皆様のお世話になり感謝申し上げます。思えば青年部を仲間と一緒に立ち上げ、初代青年部会
長となったことが、組合活動参加のスタートでした。新理事長就任の時に専務理事を任命され、
その後副理事長で環境・労務委員会、教育・研修委員会を担当させていただき、20年間に亘り
お世話になりました。常に病気と向き合いながらの組合事業参加で、大変な時もありましたが、
セミナー、見学会などで多くのことを学ばせていただきました。今後は監事として組合事業に
協力して参りますので、よろしくお願い致します。

　印刷業界は大変厳しい環境ですが、組合員が一丸となって立ち向かっていかなくてはなりません。埼印工組が
益々発展することを願い、退任のあいさつと致します。ありがとうございました。　　　　　　　櫻井　豊喜　

■副理事長就任挨拶　　
　この度、副理事長並びに環境・労
務委員長を仰せつかりました。環境
では、胆管ガンの問題がありました
が、入手した情報を発信し、参加し
てよかったと言われる組合活動を目
指したいと思います。ご指導・ご協
力よろしくお願い致します。

　市川　博也　

　この度、副理事長という大役を仰
せつかり、身の引き締まる思いでお
ります。若輩にて浅学非才ではござ
いますが、組合また業界に明るい未
来が見えてくるように活動したいと
考えております。どうぞよろしくお
願い致します。

城戸　紀夫
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　当日は出席者数計41名で
の議案審議となりました。冒
頭で、株式会社アサヒコミュ
ニケーションズ 新井会員の先
導による印刷産業人綱領の斉
唱で会員の心をひとつにする
ことができました。

　続いて齊藤 清会長より、
記念すべき30回の総会を
迎え、会の設立総会の様子
や当時の方々のご苦労や創
立宣言文について話があり
ました。また、県北地域が
2月の大雪被害から完全に
立ち直っていない現状や、
外食産業やコンビニ業界な
どのジョイントによる新たな需要掘り起こしについて
の事例紹介がありました。そして我が印刷業界におい
ては、英知と技術力を集め協力して、難局に立ち向かっ
て行く決意が述べられました。

　齊藤会長が議長に選任され、
第1号議案、第2号議案、第3号
議案ともに滞りなく提案どおり
承認されました。その後、来賓
を代表して新井正敏組合理事長
が祝辞に立たれ、そのなかで営
業士会総会が30回を迎えたこと
に敬意を表され、継続してゆく
ことの大切さを改めて訴えられ
ました。さらに現在の業界の大
きな変化に対応するためには、
何よりも営業力が大切であるこ
と、そしてその裏付けとなるの
は、学ぶ姿勢であることを力説
されお話を結ばれました。	

　総会終了後の第Ⅱ部のセミナーでは、昨年に引き続
き、ブライター・レイター代表 山下潤一郎氏が「印刷
会社の逆襲は今日ここから始まる！～逆襲の主役は営
業だ！～」と題し、ご講演いただきました。
　 その中 で、今 年
3月24日から29日
までの6日間に亘っ
て英国・ロンドンで
開かれた印刷機材展

『IPEX2014』での大
型プリンタなど最新
の市場動向や製品サ
ンプルの回覧、そし
て 来 る べ き drupa
での大胆予測。その
後、本題である逆襲
の中身、営業主導の
マーケティングという考え方の必要性や事例紹介など
をたっぷりお話しくださり、時間が足りないほどでした。
　その後は、第Ⅲ部の懇親会へと移り、今年度から組
合副理事長、教育・研修委
員長に就任された、城戸紀
夫氏の祝辞、有限会社東京
工芸社の木内会員の乾杯に
よりスタート、終始和やか
なうちに散会となりました。

平成26年度　第30回営業士会総会開催
埼玉県印刷営業士会総会が、6月28日（土）マロウドイン熊谷で開催されました。

新井会員による綱領斉唱

齊藤 清会長挨拶

来賓　城戸教育・研修委員長
司会　鬼形常任幹事

松永監事の監査報告 締めの前にひとこと　金縄会員 木内常任幹事　乾杯

講師　山下潤一郎氏
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　平成26年６月
６日（金）、関東五
県印友会が、群馬
工組主管により水
上ホテル聚楽で開
催され、埼印工組
から新井理事長、
渋木副理事長、大

谷専務理事、望月常務理事、櫻井監事、
事務局が出席しました。
　主管の群馬工組から、関連企業の方に
も話し合いに入っていただき、共生、共
想の懇談交流を促進したいとの提案で、埼玉工組
からも溝口洋紙(株) 溝口氏、㈱吉岡 吉岡氏、㈱
共同紙販ホールディングス 平井氏の３名の参加
をいただきました。
　各県の理事長が、分科会の座長となり、第１部 
過去、第２部 現在、第３部将来をテーマに、密
度の濃い話し合いが行われました。
過去：過ぎ去った時代、何故良かったのか、悪かっ
たのか

　平成26年3月28日（金）、
(株)ウエマツ戸田工場の見
学会が行われました。戸田
工場は、昨年、印刷産業環
境優良工場として、経済産
業大臣賞を受賞され、長瀞
で行われました関東五県印

友会では、福田社長が「印刷
を知らない私が挑んだ印刷会社の企業再生」と題して
の講演でお話し下さったので、年度末の忙しい時期に
も拘らず35名の参加で、関心の高さが窺われました。
　はじめに、映像を見ながら会社の概要・沿革・業績、
そして戸田工場建設の経緯、生産設備についても詳細
な説明があり、認証取得や5Ｓ等の活動も積極的に取
り組んでいる様子も伺いました。５つの行動指針を掲
げ、年１回のリーダーシップミーティングでは、従業
員との成果の共有をし、業務システ
ムも確立されています。工場内の見
学は、２つの班を専務と常務がそれ
ぞれいろいろな部屋に案内していた
だきましたが、どちらの従業員も「い
らっしゃいませ」など皆さんお声を
かけて下さいました。

　部屋の名前も「キリマンジェロ」はじめ、山の名前
がついています。楽しく働く、そんな思いが従業員へ
も浸透しています。ラック倉庫では、機械のスピード、
垂直搬送機能にも驚きました。常に温度、湿度などに
も配慮され、品質、生産性を両立できる工場に、参加
者も大いに参考になったのではないかと感じました。
　駅から工場までの送迎もして頂き、ウエマツ様には
大変お世話になりました。

株式会社ウエマツ 戸田工場見学会

関東五県印友会

現在：過ぎ去った想いを活かし、何故現在は悪いのか
良いのか
将来：明日から始まる将来に、どんな会社にしたい、
こんな夢を持ちたい、チャレンジをはじめたい
　懇親会は、群馬で育った歌手の涼やかな歌声で静か
にスタートしました。
　印友会吉田吉太郎会長の挨拶、来賓、関連企業代表
挨拶、大きな杯で協議会日暮会長の乾杯と続き、和や
かに進められ、定刻にお開きとなりました。

(株)ウエマツ 福田社長

吉田会長あいさつ
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　平成26年3月7日(金)、東京品川のハイデルベルグ・
ジャパン(株)６F会議室で、平成25年度関東甲信越静
地区協議会定例会が開催され、埼印工組からも新井理
事長はじめ役員が出席しました。

　主管県の山梨工組山内副理事
長の開会宣言に続き、日暮会長
が、「千葉県の景況感が、7か月
ぶりに悪化、景気の良い話が聞
こえても長続きしないのが現状
です。先日の降雪では、山梨県
を始め各地に今まで経験したこ
とのない大雪が降り、千葉県で

も33cm積もりました。また、内閣府から首都圏で直
下型地震が起きた際どうなるかの発表がありました。
M6.5以上の揺れが想定され、余程の計画をたてない
と大変なことになります。
　2月15日にプリントネクストが名古屋で開催されま
したが、素晴らしい内容の会でした。基調講演では、
一橋大学米倉教授が、旭山動物園を例にとり、園長さ
んが旭山動物園を変えた、それがイノベーションです
よ、現在あるものを組み合わせれば新しい価値が生ま
れると継続的なイノベーションを語りましたが、自分
たちでイノベーションを興し、地域における必要不可
欠な企業になっていただきたい。」と挨拶がありました。
　続いて、全印工連の島村会長の挨拶、生井専務理事
の現況報告があり、産業戦略デ
ザイン室江森副委員長による
「印刷道～ソリューション・プ
ロバイダーへの深化」セミナー
に移りました。
　印刷道の解説の中で、「企業
の目的は顧客の創造である」水

（コンテンツ）は、コップ（メディ
ア）がなければ運べない。
・原点回帰
・ワンストップ対応　顧客は何を必要としているか。
・経営者の志　正しい経営によって事業基盤を確立し、
印刷業を通じて世界の繁栄に貢献していくという高い
志を掲げること
◦自社の強みを活かした戦略方向性　
①地域活性プロモーター　地域のまとめ役
②特定機能プロバイダー　
　最適なメディアと付帯サービスを組ませる
③特定業界スペシャリスト
④メディアプロダクトメーカー
⑤パーソナルメディアショップ
⑥印刷製造スペシャリスト　ワンストップ対応

　会場を移し、理事長会、各分科会に分かれての情報
交換が行われました。続いて分科会報告、主管県山梨
工組 佐野理事長がお礼の言葉を述べ、次年度主管の神
奈川工組へ大会旗の伝達式が行われました。神奈川工
組 杉山理事長から「7月4日・5日、ローズホテル横浜
で皆様をお迎えしたい」と挨拶があり、閉会となりま
した。今回は、山梨県工組の心配りを随所で感じ、業
界の厳しい話題の中、心温まる定例会でした。

関東甲信越静地区協議会　平成25年度定例会開催

主管県山梨工組　佐野理事長

全印工連　島村会長 大会旗の伝達

次年度主管は神奈川県工組
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　馬場高成幹事の司会で開会、仁居幹事による印刷産
業人綱領唱和が行われ、新 直前会長が2年の任期を終
え、今回新たに海野了一氏が新会長となり、抱負を語
りました。新井副会長が事業報告、新組織を報告、里
見会計が収支報告、望月副会長が年間事業計画を報告
しました。全議案が無事に承認されました。
　今回、馬場高成元幹事、馬場直樹元幹事、惠 勇人監
事が卒業という形になり記念品の贈呈が行われました。
　総会終了後、新井副会長より、埼玉県印刷工業組合
のWEBリニューアルに関するプレゼンが行われ、夏を
目途に完成する動きになりました。その後、設楽幹事
による印刷業界の動向についての報告があり、会場を
移しての懇親会で懇親を深めました。

　役員は以下の通りです。
会　 長 海 野 了 一
副 会 長 大 川 正 行 新 井 貴 之 望 月　 諭
会　 計 里 見 孝 大 河 村 健 司

幹　 事 設 楽 剛 史 大 谷 祐 一 仁 居 弘 一
浅 野 貴 之 丸 山 靖 雄

監 事 惠　 勇 人 直 前 会 長 新　 道 行
全国青年印刷人協議会議員 惠　 勇 人 新　 道 行
埼玉県印刷工業組合常務理事
新　道行 惠　 勇 人 大 川 正 行 望 月　 諭
埼玉県印刷工業組合理事 海 野 了 一
初代会長 櫻 井 豊 喜 ６ 代 会 長 高 橋　 徹
２代会長 大 谷 純 一 ７ 代 会 長 井 坂　 功
３代会長 市 川 博 也 ８ 代 会 長 惠　 勇 人
４代会長 間 庭 正 記 ９ 代 会 長 新　 道 行
５代会長 飯 田 一 義 10 代 会 長 海 野 了 一

■青年部会新会長　　　　　　 海 野 了 一

　アベノミックスの経済政策によ
り景気はにわかに回復傾向の兆し
が見え始めているものの、印刷業
界は依然として厳しい状況が続い
ております。 
　IT技術の進歩、価値観の多様化
などにより印刷市場はさらに縮小
し、2020年までには４兆円程に
なるという予測もされております。

　このような状況の中、私達、埼玉県印刷工業組合
青年部会は、青年という若い感性を共有して、新し

い時代の印刷業、業界としての新たな存在価値を創
り上げ高めていく事が必要とされていると思います。
それにも、恵監事が副議長を務められる全国青年印
刷人協議会との連携も密にして、全国ネットワークで
の情報を会員に素早く発信していく事も重要だと考
えます。また、青年部会ならではの若い力で、活気
に満ちた活力ある会を目指していきたいと思います。 
　これから２年間、青年部会長を務めさせていただき
ますが、皆様にはこれまでと同様のご指導、ご鞭撻、
そしてご協力をお願いいたしまして挨拶とさせていた
だきます。よろしくお願いいたします。

埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　平成26年度青年部会通常総会

司会
馬場高成幹事

綱領唱和
仁居幹事

開会挨拶
大川副会長

収支報告
里見会計

事業報告
新井副会長

事業計画
望月新副会長

収支予算
河村会計

印刷業界の動向
設楽幹事

　6月3日(火)、青年部会通常総会が埼玉県印刷工業組合 新井理事長ご出席のもと、大宮・
宇宙劇場において開催されました。

馬場高成元幹事、惠 勇人監事、馬場直樹元幹事へ記念品贈呈

新会長抱負
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我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき

　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第３回目は、関東図書株式会社さんです。

Vol.３ 関東図書株式会社 

　私達は結婚2年目の夫婦で、営業部門と制作部門にそ
れぞれ所属しています。職場結婚ということもあり、お
互いに仕事の状況を把握しているので、足りないところ
を補い合い、助け合いながら公私共に頑張っています。
　あるお客様で、年１回学生が主体となって運営してい
る伝統芸能公演会のプログラム作成を毎年2人で担当し
ております。完成に至るまでに大変苦労をしながら打合
せを進めていますが、当日そのプログラムが配布された
時、来場者の驚きと喜びの声を聞くと言葉に出来ない達
成感を覚えます。これがお客様と一緒に「物を作る」と
いうことの楽しさ・やりがいであると思っており、今後
もお客様の意向をしっかりと反映させながら、よりお客
様のためになることをご提供できるよう、日々仕事に励
んでいます。
　今後も夫婦ならではの連携で会社を盛り上げていき
たいと思います。

デジタルシステム部　髙田寿枝さん、営業部　髙田英行さん
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株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工
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紙 上 作 品 展
2014

作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集しています。
応募、お問い合せは埼玉県印刷工業組合事務局まで。
奮ってご応募ください。

 ラストスパート　　宮田敦彦　　六三四堂印刷（株）
〈東武東上線川越駅付近〉　弊社の裏を東武東上線とJR川越線が通っていま
す。簡単に「撮り鉄」が出来ます♪　東武30000系の準急川越市行きを流し
撮りで狙ってみました。

 足立神社 「あじさい祭り」②
堀江　満　　（株）秀飯舎
〈さいたま市西区〉白鍬・囃子保存会による奉納太鼓や
模擬店も開かれあじさい祭りを盛り上げてくれています。

 光る轍　　宮田敦彦　　六三四堂印刷（株）
〈川越市増形地内〉　40年以上列車が通らない西武鉄道安比奈線。夕陽が
レールを照らし、恰も現役路線のようです。 

 足立神社 「あじさい祭り」③
堀江　満　　（株）秀飯舎
〈さいたま市西区〉あじさいは毎年少しずつ株が大きくなり華やかさを増
しています。今年は見頃が過ぎましたが、ぜひ来年のあじさい祭りには
色とりどりのあじさいを見にいらしてください。

 足立神社 「あじさい祭り」①
堀江　満　　（株）秀飯舎
〈さいたま市西区〉　秀飯舎のすぐそばの足立神社では
毎年6月にあじさい祭りが開かれます。約800株の様々
な種類のあじさいが、明るい雰囲気の境内に彩りを添
えています。


